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Amazonでフィッシング
自分は被害に遭わないと思っていました。右に張り付けたスマホの画面。
実際に私に届いたメールの画面です。支払方法を変更した心当たりが
あったので「お支払方法を変更する」という黄色のボタンをタッチしてみま
した。するとクレジットカード情報の入力画面が表示されました。この時点
で。おかしいと思い、画面を閉じたつもりだったのですが…。カード情報入
力フォームで、いつも便利なＧｏｏｇｌｅの機能がカード情報を自動入力して
しまったようで…。そのまま何かボタンを触ってしまったようで…。気付い
たら次の画面に遷移しようとする画面の状態で、読み込み中のグルグル
が回り続けた状態になっていました。「ヤバイ」と思ってメールの送信元を
見ると［mail@lcxrx.li×-tess.com]…いかにもダメそうなやつ。黄色
のボタンももう一度押してみましたh××ｐｓ：//ｙanks.com/Gxe×Qb
に接続しますか？という表示・・・。終わった…。引っ掛かってしまいました。

対応
登録していたのはｄｏcomoのｄカードだったのですが、「＊8010」とい
う番号にすぐ電話。状況を伝え、「不正使用があったらカード再発行をしま
しょう」ということで一旦は終話。その後、約2時間後に「03」からの番号
で着信。docomoの「モニタリングセンター」ですと名乗る女性からの電話。
「何時何分ごろ、サムスン〇〇で19万ｘｘｘｘ円のご利用はされましたか？」
とのお尋ね。「いいえ」とお答え、「では、●時●分ごろの楽天●●で2万ｘｘ
ｘｘ円は？」にも、もちろん「いいえ」。「ご安心ください。両方とも決済する
前に停めておりますので、ご請求にはなりません。つきましては～」という
女神のような有難いお言葉。しかし、本当にすぐ使われてしまうのですね。
しかも怪しいと感じて自動的に停める機能が発動したようで、前もって電
話していなくても大丈夫だったようです。ただ、今回は「先ほどご連絡を
頂いている履歴は確認できた」とのことで、その後の話はスムーズにでき
ました。結果的には、不正利用による請求は今のところ無し、新しい番号
でのカード再発行ということになりました。水光熱の請求でカード払い使
用していたので、番号変更の手続きが面倒でしたが、直接的な被害がなく
て良かったです。別にAmazonにも「報告」はしておきました。

対策
日頃から気を付けましょう！と言っているのにやってしまった。という
自戒の念を込め、ここに恥を忍んで共有します。
・とにかくメールで届いた案内は不用意に開かない
・開く時は十分注意して内容を確認し、不用意に入力はしない
・心当たりがなければ放置
・心配な場合は、正規の方法で自分のアカウントを確認する
⇒今回のような「お客様情報」、「カード情報」や「更新した情報に誤りが
あった」などの内容でのメールは、正規のアカウント情報で確認できま
す。最悪、放置してもいきなり使えなくなることはないので大丈夫。

・自動入力は便利だけど注意が必要、不用意に開かない、触らない
もう一度恥を忍んで言います。年齢や経験など関係なく、誰でも引っ掛
かってしまう可能性があります。他人事ではありません。本当に気を付け
てください。周囲の方にもお伝えください。ちなみに引っ掛かってから同
じようなメールがたくさん来ます。鴨認定されてしまった→（浅井）
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日 月 火 水 木 金 土

8月◆  8 月 の 税 務 と 労 務

8 2025（令和7年）

協調支援型特別保証制度　物価高や人手不足などの影響を受けている中小企業者向けに、今
年春からスタートした新しい保証制度。申込金融機関から、本制度による保証付き融資の実行
と原則同時に本保証付き融資額の1割以上のプロパー融資を受けることなどが要件。保証申込
日に応じて、国による信用保証料の一部補助が受けられます。

国　税／�7月分源泉所得税の納付� 8月12日

国　税／�6月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）�

� 9月1日

国　税／�12月決算法人の中間申告� 9月1日

国　税／�9月、12月、3月決算法人の消費税等の�

中間申告（年3回の場合）� 9月1日

国　税／�個人事業者の消費税等の中間申告� 9月1日

地方税／個人事業税第1期分の納付

� 都道府県の条例で定める日

地方税／個人住民税第2期分の納付

� 市区町村の条例で定める日
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8 月号─2

プ
で
取
得
し
た
学
生
情
報
を
３
月
以

降
の
広
報
活
動
に
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

⑶
　
採
用
選
考
活
動
開
始
（
卒
業
・

修
了
年
度
６
月
１
日
）以
降

　
基
本
的
に
、
学
生
情
報
は
、
採
用

選
考
活
動
に
使
用
で
き
ま
せ
ん
が
、

「
タ
イ
プ
３
」
に
限
り
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
取
得
し
た
学
生
情
報
を
採

用
選
考
活
動
に
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
５
年
４
月
に
採
用
日

程
の
弾
力
化
が
図
ら
れ
、
卒
業
・
修

了
年
度
に
入
る
直
前
の
春
休
み
以
降

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
「
専
門
活
用
型
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」（
２
週
間
以
上
の

実
務
体
験
）
に
参
加
し
た
学
生
に
限

り
、
６
月
以
前
に
採
用
選
考
活
動
へ

進
む
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
も

透
明
性
確
保
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
内
容
や
採
用
選
考
方
針
を
事

前
に
公
表
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
注
１
）
広
報
活
動
…
採
用
を
目
的

と
し
た
情
報
を
学
生
に
対
し
て
発

信
す
る
活
動
。
採
用
の
た
め
の
実

質
的
な
選
考
と
な
ら
な
い
活
動
。

（
注
２
）
採
用
選
考
活
動
…
採
用
の

た
め
の
実
質
的
な
選
考
を
行
う
活

動
。
採
用
の
た
め
に
参
加
が
必
須

と
な
る
活
動
。

四
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
時
の

企
業
側
の
注
意
点

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
す
る

際
、
企
業
は
次
の
ポ
イ
ン
ト
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑴
　
取
組
に
対
す
る
基
本
認
識

　
取
組
は
、
社
会
・
地
域
・
産
業
界

等
の
要
請
を
踏
ま
え
、
将
来
を
支
え

る
人
材
を
産
学
連
携
に
よ
る
人
材
育

成
の
観
点
か
ら
推
進
す
る
も
の
で
あ

り
、
自
社
の
人
材
確
保
に
と
ら
わ
れ

な
い
広
い
見
地
か
ら
の
取
組
が
必
要

で
す
。

⑵
　
実
施
体
制
の
整
備

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
始
め
と
し

た
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
に
係
る
取
組

は
、
企
業
等
の
場
に
お
け
る
学
生
に

対
す
る
教
育
活
動
で
あ
り
、
十
分
な

教
育
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
企

業
等
に
お
け
る
実
施
体
制
の
整
備
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
実
際
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
目
的
・
方
法
を
明
確
化
す
る

と
と
も
に
、
大
学
等
と
連
携
し
な
が

ら
効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

⑶
　
経
費
に
関
す
る
問
題

　
取
組
に
要
す
る
経
費
負
担
や
学
生

に
対
す
る
報
酬
支
給
の
扱
い
な
ど
経

費
に
関
す
る
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
実
施
形
態
に
は
様
々
な
も
の
が
あ

る
た
め
、
個
別
に
大
学
等
と
企
業
等

が
協
議
し
て
決
定
す
る
こ
と
が
適
切

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑷
　
安
全
、
災
害
補
償
の
確
保
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
対
応

　
学
生
の
事
故
等
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
大
学
等
、
企
業
等
の
双
方
に

お
い
て
十
分
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
現
場
に
お
け
る
安
全
の
確

保
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
対
応
に
関

し
て
は
、
企
業
等
に
お
い
て
責
任
を

も
っ
た
対
応
が
必
要
で
す
。

⑸
　
労
働
関
係
法
令
の
適
用

　
受
け
入
れ
る
企
業
等
と
学
生
の
間

に
使
用
従
属
関
係
等
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
な
ど
、
労
働
関
係
法
令

が
適
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
に

留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑹
　
適
切
な
運
用
の
た
め
の
ル
ー
ル

づ
く
り

　
取
組
に
よ
り
、
企
業
等
と
大
学
等

や
学
生
と
の
結
び
付
き
が
強
く
な

り
、
採
用
の
早
期
化
、
指
定
校
制
な

ど
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ

た
懸
念
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

学
生
の
受
入
れ
の
公
正
性
、
透
明
性

を
確
保
す
る
た
め
の
適
切
な
運
用
の

た
め
の
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

⑺
　「
タ
イ
プ
３
」の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
実
施
時
期

　「
タ
イ
プ
３
」
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
つ
い
て
は
、
大
学
等
の
正
課
及

び
大
学
院
博
士
課
程
を
除
き
、
卒

業
・
修
了
前
年
度
な
い
し
卒
業
・
修

了
年
度
の
長
期
休
暇
期
間
中
に
実
施

す
る
も
の
で
あ
り
、
学
生
の
学
修
時

間
の
確
保
に
十
分
な
配
慮
が
必
要
で

す
。

五
　
ま
と
め

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
学
生
に

と
っ
て
も
企
業
に
と
っ
て
も
、
相
互

理
解
と
未
来
へ
の
投
資
と
な
る
機
会

で
す
。

　
制
度
改
正
に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
質
と
意
義
が
問
わ
れ
る
現

在
、
企
業
側
は
単
な
る
表
面
的
な
対

応
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
生
の
成
長
を

支
援
す
る
姿
勢
を
持
っ
て
臨
む
こ
と

が
、
企
業
価
値
の
向
上
に
も
直
結
し

ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
と
人
材
確
保

の
両
立
を
目
指
し
、
誠
実
な
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
運
営
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
、
企
業
の
持
続
的
成
長
に
つ

な
が
る
で
し
ょ
う
。

経
営
分
析
を
学
ぶ

経
営
分
析
を
学
ぶ

　
経
営
分
析
で
は
、
決
算
書
の
数
字

を
実
際
に
計
算
し
て
い
く
と
理
解
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
﹁
会

社
四
季
報
﹂︻
図
１
︼を
使
い
ま
す
。

　
さ
て
、
分
析
に
は
﹁
自
己
資
本
比

率
﹂
等
の
経
営
指
標
を
示
す
用
語
も

出
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
は
企
業
の
長

所
短
所
を
示
す
物
差
し
で
す
。
そ
し

て
、
自
己
資
本
比
率
が
高
い
か
ど
う

か
は
、
一
般
的
な
水
準
や
業
界
の
標

準
、
あ
る
い
は
同
業
他
社
と
比
べ
て

判
断
し
ま
す
。
従
っ
て
、
あ
る
会
社

の
現
状
を
知
る
に
は
、
先
ず
同
業
他

社
と
比
較
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
他
社
と
の
相
違
点
は
ど
こ
か
、
そ

の
理
由
は
何
が
考
え
ら
れ
る
か
、
相

違
す
る
理
由
を
挙
げ
て
い
き
ま
す
。

﹁
多
分
、
こ
の
た
め
だ
ろ
う
﹂
と
仮

説
を
立
て
、そ
れ
を
確
か
め
て
い
く
、

そ
れ
が
経
営
分
析
の
中
身
で
す
。

　
で
は
、
実
際
に
２
社
、
３
期
間
の

経
営
分
析
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ア

サ
ヒ
ビ
ー
ル
と
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
を

比
較
し
、
両
社
の
違
い
に
つ
い
て
仮

説
を
立
て
て
検
討
し
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
説
明
を
以
下
、
５
つ

の
切
り
口
で
分
析
し
て
い
き
ま
す
。

︻
図
２
参
照
︼

⑴
　
成
長
性
に
つ
い
て

　
会
社
の
成
長
性
と
い
う
場
合
、
一

般
に
は
売
上
高
の
成
長
を
示
し
ま

す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
前
年
か
ら
の
売

り
上
げ
成
長
を
見
る
だ
け
で
な
く
、

数
年
分
（
３
年
～
５
年
程
度
）
の
中

期
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
こ
と
で
す
。

　
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
（
以
下
、
S
社
）

の
22
年
12
月
期
は
４
８
０
０
億
円
、

23
年
は
５
２
０
０
億
円
、
24
年
は
５

３
０
０
億
円
。
22
年
～
24
年
の
成
長

性
は
約
10
％
で
す
。
一
方
、
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
（
以
下
、
A
社
）
は
16
％
の

成
長
で
す
。

　
数
年
の
中
期
デ
ー
タ
に
よ
り
、
そ

の
ト
レ
ン
ド
で
分
か
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

⑵
　
収
益
性
に
つ
い
て

　
収
益
性
は
、
ど
れ
く
ら
い
儲
か
っ

て
い
る
か
を
示
し
ま
す
。
そ
の
中
で
、

企
業
が
ど
れ
だ
け
努
力
し
成
果
に
結

び
つ
け
た
か
を
示
す
の
が
、
営
業
利

益
で
す
。
代
表
的
な
収
益
性
指
標
と

し
て
は
売
上
高
営
業
利
益
率
（
営
業

利
益
÷
売
上
高
×
１
０
０
）
が
あ
り

ま
す
。

S
社
は
22
年
２
・
１
％
、23
年
２
・

３
％
、24
年
２
・
０
％
。
A
社
は
８
・

６
％
↓
８
・
８
％
↓
９
・
２
％
で
す
。

A
社
と
S
社
の
差
が
か
な
り
あ

り
ま
す
が
、
A
社
の
利
益
率
が
高

い
の
で
は
な
く
、
同
じ
業
種
の
中
で

S
社
が
低
い
の
が
原
因
で
す
。

⑶
　
セ
グ
メ
ン
ト
情
報
に
つ
い
て

　
大
企
業
は
複
数
の
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
各
々
の
事
業

は
事
業
セ
グ
メ
ン
ト
と
呼
ば
れ
ま
す
。

S
社
の
酒
類
73
は
売
上
げ
に
示
す

酒
類
の
売
上
構
成
比
を
表
し
、
カ
ッ

コ
内
の
１
は
酒
類
の
営
業
利
益
率
で

す
。︻
図
１
　
連
結
事
業
参
照
︼

S
社
の
セ
グ
メ
ン
ト
情
報
に
よ
る

と
、
同
社
不
動
産
事
業
の
利
益
率
が

高
く
、
図
１
で
は
読
み
取
れ
ま
せ
ん

が
、
他
の
資
料
か
ら
S
社
は
全
体

の
利
益
の
50
％
近
く
が
不
動
産
の
賃

貸
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
情
報
を
見
て
い
く
と
、

社
名
か
ら
受
け
る
イ
メ
ー
ジ
と
実
際

の
利
益
を
稼
ぐ
事
業
が
異
な
る
場
合

も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

⑷
　
安
全
性
に
つ
い
て

　
安
全
性
の
分
析
は
一
時
的
な
赤
字

発
生
で
も
、
会
社
が
揺
ら
が
な
い
か

ど
う
か
を
見
る
経
営
指
標
で
す
。

　
代
表
的
な
指
標
に
自
己
資
本
比
率

（
自
己
資
本
÷
総
資
産
×
１
０
０
）

が
あ
り
、
自
己
資
本
比
率
は
高
い
ほ

ど
、安
全
性
が
高
い（
A
社＞

S
社
）

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
経
営
学
者
の
ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
ッ

カ
ー
は
﹁
経
営
分
析
は
企
業
の
レ
ン

ト
ゲ
ン
で
あ
る
﹂と
言
っ
て
い
ま
す
。

体
調
不
良
で
病
院
に
行
く
と
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
等
い
ろ
い
ろ
な
検
査
を

し
ま
す
。
そ
れ
を
基
に
よ
り
深
く
身

体
の
状
態
を
調
べ
、
計
画
を
立
て
、

改
善
し
て
い
き
ま
す
。

　
経
営
分
析
も
同
じ
で
す
。
決
算
書

を
読
み
、
経
営
指
標
に
照
ら
し
合
わ

せ
て
問
題
点
を
見
つ
け
、
将
来
は
ど

う
な
り
そ
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
、

そ
れ
が
経
営
分
析
の
内
容
で
す
。

やさしくわかるやさしくわかる
経営分析経営分析
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⑸
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
つ
い
て

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
は
、

営
業
、
投
資
、
財
務
の
３
つ
に
分
か

れ
、
各
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
（
C
F
）

の
プ
ラ
ス
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
イ
ン
（
資

金
流
入
）、
マ
イ
ナ
ス
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ

ア
ウ
ト（
資
金
流
出
）を
示
し
ま
す
。

　
ま
ず
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
、毎
年
、

営
業
C
F
が
プ
ラ
ス
か
ど
う
か
、
つ

ま
り
本
業
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
を
稼
い
で

い
る
か
ど
う
か
で
す
。
次
い
で
、
投

資
C
F
や
財
務
C
F
に
異
常
な
変

化
が
な
い
か
。
こ
れ
ら
が
プ
ラ
ス
で

も
マ
イ
ナ
ス
で
も
、
営
業
C
F
を
上

回
る
大
き
な
数
字
に
な
っ
て
い
な
い

か
、
あ
る
と
す
れ
ば
そ
の
原
因
は
何

か
、
を
探
り
ま
す
。
S
社
、
A
社
と

も
お
金
は
き
ち
ん
と
流
れ
て
い
ま
す
。

⑹
　
そ
の
他
、
規
模
に
つ
い
て

　
通
常
、
経
営
分
析
で
は
企
業
規
模

そ
の
も
の
は
取
り
上
げ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
社
会
に
お
け
る
存
在
感
を
示

す
意
味
は
あ
り
ま
す
。

　
規
模
の
指
標
と
し
て
は
直
近
の
売

上
高
と
総
資
産
を
用
い
ま
す
。
場
合

に
よ
っ
て
は
従
業
員
数
も
使
い
ま
す
。

　
売
上
は
A
社
が
S
社
の
５
・
５

倍
、
従
業
員
数
が
４
・
４
倍
で
す
か

ら
だ
い
た
い
４
～
５
倍
の
差
が
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【図１】会社四季報・2025年2集より抜粋
年月【資本異動】 【株式】1/31� 78,794千株

時価総額� 6,242億円
【財務】〈◇24.12〉� 百万円
総資産� 664,963
自己資本� 196,030
自己資本比率� 29.5%
資本金� 53,887
利益剰余金� 65,268
有利子負債� 205,113

【株主】
日本マスター信託口

【
連
結
事
業
】
酒
類
73
（
１
）、
食
品
飲
料
22
（
４
）、
不
動
産

５（
27
）、
他
０（
１
６
０
４
）

2501
87.11 � 公2000万株 サ

ッ
ポ
ロ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

【指標等】〈◇24.12〉
ROE� 4.1％　予5.6％
ROA� 1.2％　予1.7％

【業種】飲料 【キャッシュフロー】� 億円
営業CF� 361（▲454）
投資CF� ▲58（▲164）
財務CF� ▲253（▲271）
現金同等物� 241（▲172）

【業績】（百万円）　　売上高　営業利益 【本社】東京都
◇22.12 　　　478,422　　10,106 【従業員】6,402名
◇23.12 　　　518,632　　11,820
◇24.12 　　　530,783　　10,416

【図2】経営分析のまとめ
サッポロ（S社） アサヒ（A社）

⑴　成長性
　　売上高中期成長トレンド

（億円）
4,800➡5,200➡5,300

（10％）

（兆円）
2.5➡2.8➡2.9

（16％）
⑵　収益性
　　売上高営業利益率 2.1％➡2.3％➡2.0％ 8.6％➡8.8％➡9.2％

⑶　セグメント情報
　　�事業、地域ごとの売上・利
益構成比

商品（各％）
酒類73（1）、食品飲料22（4）、
不動産5（27）

地域（各％）
日本46（10）、欧州27（8）、オセ
アニア24（11）

⑷　安全性
　　自己資本比率 29.5％ 49.4％

⑸　キャッシュフロー
　　�営業、投資、財務各CFの流
れは健全か、異常な動きは？

� （億円）
営業CF� 360
投資CF� ▲60
財務CF� ▲250

� （億円）
営業CF� 4,000
投資CF� ▲1,200
財務CF� ▲2,700

⑹　その他、規模
　　売上高、従業員数

� （億円）（名）
売上� 5,300
従業員� 6,400

� （兆円）（名）
売上� 2.9
従業員� 28,200
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基
礎
控
除
額
は
年
５
０
０
万
円
な

の
で
、
中
小
企
業
で
は
所
得
が
２
４

０
０
万
円
程
度
ま
で
は
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
法
人
の

94
％
が
対
象
外
に
な
る
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。【
図
２
参
照
】

　
た
だ
し
、
納
税
額
が
生
じ
な
く
て

も
申
告
義
務
は
あ
り
ま
す
の
で
、
い

わ
ゆ
る
「
ゼ
ロ
申
告
」
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

た
ば
こ
税
の
見
直
し

　
加
熱
式
た
ば
こ
に
つ
い
て
、
紙
巻

た
ば
こ
と
の
間
の
税
負
担
差
を
解
消

す
る
た
め
、
課
税
標
準
の
換
算
方
法

が
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、価
格
要
素
を
廃
止
し
、

重
量
の
み
に
応
じ
て
紙
巻
た
ば
こ
に

換
算
す
る
方
式
と
し
、
軽
量
化
に
よ

る
税
負
担
の
不
公
平
が
生
じ
な
い
よ

う
に
、
一
定
の
重
量
以
下
の
も
の
は

紙
巻
た
ば
こ
１
本
と
し
て
課
税
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
改
正
は
令
和
８
年
４
月
１
日

と
令
和
８
年
10
月
１
日
の
２
段
階
で

実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
の
上
で
、
国
の

た
ば
こ
税
率
が
令
和
９
年
４
月
、
令

和
10
年
４
月
、
令
和
11
年
４
月
に
そ

れ
ぞ
れ
１
本
あ
た
り
０
・
５
円
ず
つ

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

防衛力整備の水準 ：43.0兆円程度

予算総額 ：40.5兆円程度
  （A+B）

2.5兆円程度
（防衛力整備の水準の達成のための様々な工夫）

歳出追加需要：14.6兆円程度(A）

新
た
な
防
衛
力
整
備
計
画（
現
中
期
防
）対
象
経
費
の
増

5.2兆円
R4当初
中期防
対象経費

Ｒ5 Ｒ9 Ｒ10～
25.9兆円（Ｂ）

３強
１強

0.7程度

0.9程度

8.9程度 （単位：兆円）

【図１】新たな防衛力整備計画に関する財源確保について 政府与党政策懇談会資料より

１強

3.5程度

4.6～５強

税
制
措
置

歳
出
改
革

防
衛
力
強
化

資
金
防
衛
力
強
化

資
金

決
算
剰
余
金

の
活
用

決
算
剰
余
金

の
活
用

【図２】防衛特別法人税のイメージ

各事業年度の所得に対する法人税の額 所得税額控除額など

基礎控除額（年 500 万円）課税標準
法人税額

防衛特別法人税

×4％
・中小企業では、所得2,400万円程度まで
課税されないので、全法人の94％が対象
外の見込み　

　
令
和
５
年
度
税
制
改
正
大
綱
の

「
基
本
的
考
え
方
等
」
に
、
防
衛
力

の
抜
本
的
な
強
化
を
行
う
た
め
に
安

定
的
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
明

記
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
９
年
度
に
向

け
て
複
数
年
か
け
て
段
階
的
に
実
施

す
る
こ
と
と
し
、
１
兆
円
強
を
確
保

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
財
源
と
し
て
具
体
的
に
は
、

法
人
税
額
や
所
得
税
額
に
対
し
て
新

た
な
付
加
税
を
課
す
こ
と
や
、
た
ば

こ
税
の
引
上
げ
の
措
置
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

令
和
７
年
度
税
制
改
正
で
は
、「
防

衛
特
別
法
人
税
」
の
創
設
と
、
加
熱

式
た
ば
こ
に
対
す
る
課
税
の
適
正
化

及
び
た
ば
こ
税
の
引
上
げ
を
実
施
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
な
お
所
得
税
に
関
し
て
は
、
令
和

５
年
度
税
制
改
正
大
綱
等
の
基
本
的

方
向
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
い
わ
ゆ
る

「
１
０
３
万
円
の
壁
」
の
引
上
げ
等

の
影
響
も
勘
案
し
な
が
ら
、
引
き
続

き
検
討
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

特
別
措
置
法
の
制
定

　
令
和
４
年
５
月
の
日
米
首
脳
会
談

で
は
当
時
の
岸
田
首
相
が
、
日
本
の

防
衛
力
を
抜
本
的
に
強
化
し
、
そ
の

裏
付
け
と
な
る
防
衛
費
の
相
当
な
増

額
を
確
保
す
る
決
意
を
表
明
し
ま
し

た
。
こ
の
方
針
を
踏
ま
え
、
同
年
11

月
に
公
表
さ
れ
た
有
識
者
会
議
に
よ

る
報
告
書
で
は
、
ま
ず
は
歳
出
改
革

に
よ
り
財
源
を
捻
出
す
る
こ
と
を
優

先
的
に
検
討
す
べ
き
と
し
、
非
社
会

保
障
関
係
費
が
対
象
と
な
る
と
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
年
12
月
に
岸

田
首
相
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
令
和

９
年
度
ま
で
の
間
の
新
た
な
防
衛
力

整
備
計
画
の
規
模
を
43
兆
円
程
度
と

し
、
令
和
９
年
度
以
降
も
強
化
さ
れ

た
防
衛
力
を
維
持
す
る
た
め
、
毎
年

約
４
兆
円
の
追
加
財
源
の
確
保
が
必

要
と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
、「
我

が
国
の
防
衛
力
の
抜
本
的
な
強
化
等

の
た
め
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」
が
令
和
５
年
に

制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
衛
力
強
化
の
た
め
の
財
源
の
検
討

　
令
和
４
年
12
月
に
決
定
さ
れ
た
新

た
な
「
防
衛
力
整
備
計
画
」
で
は
、

令
和
５
年
度
か
ら
令
和
９
年
度
ま
で

の
５
年
間
で
防
衛
力
整
備
に
必
要
な

金
額
は
43
兆
円
程
度
と
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
計
画
の
下
で
実
施
さ
れ
る

５
年
間
の
防
衛
関
係
費
は
40
・
５
兆

円
︵
令
和
９
年
度
は
８
・
９
兆
円
︶

で
、
２
・
５
兆
円
程
度
を
様
々
な
工

夫
で
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
９
年
度
以
降
の
防
衛
力
を
安

定
的
に
維
持
す
る
た
め
の
財
源
や
、

こ
の
計
画
を
賄
う
財
源
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
歳
出
改
革
・
決
算
剰
余
金

の
活
用
・
防
衛
力
強
化
資
金
の
創

設
・
税
制
措
置
等
に
よ
り
、
歳
出
と

歳
入
の
両
面
に
お
い
て
所
要
の
措
置

を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
政
府
与
党
政
策
懇
談
会
資
料
と
し

て
示
さ
れ
た
「
新
た
な
防
衛
力
整
備

計
画
に
関
す
る
財
源
確
保
に
つ
い

て
」【
図
１
】
で
は
、
令
和
９
年
度
時

点
で
歳
出
改
革
に
よ
り
１
兆
円
強
、

決
算
剰
余
金
の
活
用
に
よ
り
０
・

７
兆
円
程
度
、
防
衛
力
強
化
資
金
の

創
設
に
よ
り
０
・
９
兆
円
程
度
、
税

制
措
置
に
よ
り
１
兆
円
強
を
確
保
す

る
構
想
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

防
衛
特
別
法
人
税
の
創
設

　「
我
が
国
の
防
衛
力
の
抜
本
的
な

強
化
等
の
た
め
に
必
要
な
財
源
の
確

保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
の
規
定

に
基
づ
き
、
防
衛
特
別
法
人
税
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
８
年
４
月
１

日
以
後
開
始
事
業
年
度
か
ら
適
用
が

開
始
さ
れ
ま
す
。

　
防
衛
特
別
法
人
税
の
納
税
義
務
者

は
、
各
事
業
年
度
の
所
得
に
対
す
る

法
人
税
を
課
さ
れ
る
法
人
で
す
。
税

額
は
、
課
税
標
準
法
人
税
額
に
４
％

の
税
率
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
で

す
。
課
税
標
準
法
人
税
額
は
、
基
準

法
人
税
額
か
ら
基
礎
控
除
額
を
控
除

し
た
金
額
で
す
。基
準
法
人
税
額
は
、

所
得
税
額
控
除
や
外
国
税
額
控
除
な

ど
の
一
定
の
制
度
を
適
用
し
な
い
で

計
算
し
た
各
事
業
年
度
の
所
得
に
対

す
る
法
人
税
額
で
す
。

中小企業への影響は…？中小企業への影響は…？
令和８年４月スタート令和８年４月スタート

防衛増税防衛増税
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基
礎
控
除
額
は
年
５
０
０
万
円
な

の
で
、
中
小
企
業
で
は
所
得
が
２
４

０
０
万
円
程
度
ま
で
は
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
法
人
の

94
％
が
対
象
外
に
な
る
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。【
図
２
参
照
】

　
た
だ
し
、
納
税
額
が
生
じ
な
く
て

も
申
告
義
務
は
あ
り
ま
す
の
で
、
い

わ
ゆ
る
「
ゼ
ロ
申
告
」
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

た
ば
こ
税
の
見
直
し

　
加
熱
式
た
ば
こ
に
つ
い
て
、
紙
巻

た
ば
こ
と
の
間
の
税
負
担
差
を
解
消

す
る
た
め
、
課
税
標
準
の
換
算
方
法

が
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、価
格
要
素
を
廃
止
し
、

重
量
の
み
に
応
じ
て
紙
巻
た
ば
こ
に

換
算
す
る
方
式
と
し
、
軽
量
化
に
よ

る
税
負
担
の
不
公
平
が
生
じ
な
い
よ

う
に
、
一
定
の
重
量
以
下
の
も
の
は

紙
巻
た
ば
こ
１
本
と
し
て
課
税
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
改
正
は
令
和
８
年
４
月
１
日

と
令
和
８
年
10
月
１
日
の
２
段
階
で

実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
の
上
で
、
国
の

た
ば
こ
税
率
が
令
和
９
年
４
月
、
令

和
10
年
４
月
、
令
和
11
年
４
月
に
そ

れ
ぞ
れ
１
本
あ
た
り
０
・
５
円
ず
つ

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

防衛力整備の水準 ：43.0兆円程度

予算総額 ：40.5兆円程度
  （A+B）

2.5兆円程度
（防衛力整備の水準の達成のための様々な工夫）

歳出追加需要：14.6兆円程度(A）

新
た
な
防
衛
力
整
備
計
画（
現
中
期
防
）対
象
経
費
の
増

5.2兆円
R4当初
中期防
対象経費

Ｒ5 Ｒ9 Ｒ10～
25.9兆円（Ｂ）

３強
１強

0.7程度

0.9程度

8.9程度 （単位：兆円）

【図１】新たな防衛力整備計画に関する財源確保について 政府与党政策懇談会資料より

１強

3.5程度

4.6～５強

税
制
措
置

歳
出
改
革

防
衛
力
強
化

資
金
防
衛
力
強
化

資
金

決
算
剰
余
金

の
活
用

決
算
剰
余
金

の
活
用

【図２】防衛特別法人税のイメージ

各事業年度の所得に対する法人税の額 所得税額控除額など

基礎控除額（年 500 万円）課税標準
法人税額

防衛特別法人税

×4％
・中小企業では、所得2,400万円程度まで
課税されないので、全法人の94％が対象
外の見込み　
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⑸
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
つ
い
て

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
は
、

営
業
、
投
資
、
財
務
の
３
つ
に
分
か

れ
、
各
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
（
C
F
）

の
プ
ラ
ス
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
イ
ン
（
資

金
流
入
）、
マ
イ
ナ
ス
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ

ア
ウ
ト（
資
金
流
出
）を
示
し
ま
す
。

　
ま
ず
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
、毎
年
、

営
業
C
F
が
プ
ラ
ス
か
ど
う
か
、
つ

ま
り
本
業
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
を
稼
い
で

い
る
か
ど
う
か
で
す
。
次
い
で
、
投

資
C
F
や
財
務
C
F
に
異
常
な
変

化
が
な
い
か
。
こ
れ
ら
が
プ
ラ
ス
で

も
マ
イ
ナ
ス
で
も
、
営
業
C
F
を
上

回
る
大
き
な
数
字
に
な
っ
て
い
な
い

か
、
あ
る
と
す
れ
ば
そ
の
原
因
は
何

か
、
を
探
り
ま
す
。
S
社
、
A
社
と

も
お
金
は
き
ち
ん
と
流
れ
て
い
ま
す
。

⑹
　
そ
の
他
、
規
模
に
つ
い
て

　
通
常
、
経
営
分
析
で
は
企
業
規
模

そ
の
も
の
は
取
り
上
げ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
社
会
に
お
け
る
存
在
感
を
示

す
意
味
は
あ
り
ま
す
。

　
規
模
の
指
標
と
し
て
は
直
近
の
売

上
高
と
総
資
産
を
用
い
ま
す
。
場
合

に
よ
っ
て
は
従
業
員
数
も
使
い
ま
す
。

　
売
上
は
A
社
が
S
社
の
５
・
５

倍
、
従
業
員
数
が
４
・
４
倍
で
す
か

ら
だ
い
た
い
４
～
５
倍
の
差
が
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【図１】会社四季報・2025年2集より抜粋
年月【資本異動】 【株式】1/31� 78,794千株

時価総額� 6,242億円
【財務】〈◇24.12〉� 百万円
総資産� 664,963
自己資本� 196,030
自己資本比率� 29.5%
資本金� 53,887
利益剰余金� 65,268
有利子負債� 205,113

【株主】
日本マスター信託口

【
連
結
事
業
】
酒
類
73
（
１
）、
食
品
飲
料
22
（
４
）、
不
動
産

５（
27
）、
他
０（
１
６
０
４
）

2501
87.11 � 公2000万株 サ

ッ
ポ
ロ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

【指標等】〈◇24.12〉
ROE� 4.1％　予5.6％
ROA� 1.2％　予1.7％

【業種】飲料 【キャッシュフロー】� 億円
営業CF� 361（▲454）
投資CF� ▲58（▲164）
財務CF� ▲253（▲271）
現金同等物� 241（▲172）

【業績】（百万円）　　売上高　営業利益 【本社】東京都
◇22.12 　　　478,422　　10,106 【従業員】6,402名
◇23.12 　　　518,632　　11,820
◇24.12 　　　530,783　　10,416

【図2】経営分析のまとめ
サッポロ（S社） アサヒ（A社）

⑴　成長性
　　売上高中期成長トレンド

（億円）
4,800➡5,200➡5,300

（10％）

（兆円）
2.5➡2.8➡2.9

（16％）
⑵　収益性
　　売上高営業利益率 2.1％➡2.3％➡2.0％ 8.6％➡8.8％➡9.2％

⑶　セグメント情報
　　�事業、地域ごとの売上・利
益構成比

商品（各％）
酒類73（1）、食品飲料22（4）、
不動産5（27）

地域（各％）
日本46（10）、欧州27（8）、オセ
アニア24（11）

⑷　安全性
　　自己資本比率 29.5％ 49.4％

⑸　キャッシュフロー
　　�営業、投資、財務各CFの流
れは健全か、異常な動きは？

� （億円）
営業CF� 360
投資CF� ▲60
財務CF� ▲250

� （億円）
営業CF� 4,000
投資CF� ▲1,200
財務CF� ▲2,700

⑹　その他、規模
　　売上高、従業員数

� （億円）（名）
売上� 5,300
従業員� 6,400

� （兆円）（名）
売上� 2.9
従業員� 28,200

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
、
学
生

が
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
向
け
、

社
会
や
企
業
の
実
務
を
実
際
に
体
験

す
る
機
会
を
指
し
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
か
つ
て
「
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」
と
称
し
な
が
ら
、
実
態

は
企
業
の
宣
伝
や
採
用
活
動
の
一
環

に
と
ど
ま
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
、

学
生
に
と
っ
て
も
企
業
に
と
っ
て
も

本
来
の
意
義
が
十
分
に
果
た
さ
れ
て

い
な
い
と
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
令

和
４
年
に
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働

省
・
経
済
産
業
省
が
連
携
し
、「
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
始
め
と
す
る
学

生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
に
係
る
取

組
の
推
進
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
考

え
方
」
を
改
訂
し
ま
し
た
。
今
回
は

こ
の
考
え
方
を
も
と
に
、ポ
イ
ン
ト
・

留
意
点
な
ど
を
解
説
し
ま
す
。

一
　
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
４
類
型

　
改
訂
に
よ
り
定
義
さ
れ
た
キ
ャ
リ

ア
形
成
支
援
の
４
類
型
お
よ
び
そ
れ

ら
の
主
な
特
徴
は
次
の
通
り
で
す
。

「
タ
イ
プ
３
」
が
中
心
的
存
在
で
あ

り
、一
定
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
で
、

学
生
情
報
を
採
用
活
動
に
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

タ
イ
プ
１
オ
ー
プ
ン
・
カ
ン
パ
ニ
ー

　
企
業
・
業
界
情
報
の
提
供
イ
ベ
ン

ト
。
就
業
体
験
は
無
し
。
取
得
し
た

学
生
情
報
の
採
用
活
動
へ
の
活
用
は

「
不
可
」。

タ
イ
プ
２
キ
ャ
リ
ア
教
育

　
働
く
意
義
を
考
え
さ
せ
る
教
育
活

動
。
就
業
体
験
は
任
意
。
取
得
し
た

学
生
情
報
の
採
用
活
動
へ
の
活
用
は

「
不
可
」。

タ
イ
プ
３
汎
用
的
能
力
・
専
門
活
用

型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
実
務
体
験
を
通
じ
た
能
力
見
極

め
。
就
業
体
験
は
必
須
。
取
得
し
た

学
生
情
報
の
採
用
活
動
へ
の
活
用

は
、所
定
の
採
用
活
動
開
始
時
期（
卒

業
・
修
了
年
度
６
月
１
日
）
以
降

「
可
」。

タ
イ
プ
４
高
度
専
門
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ（
試
行
）

　
博
士
課
程
生
等
対
象
、
長
期
実
務

体
験
。
就
業
体
験
は
必
須
。
取
得
し

た
学
生
情
報
の
採
用
活
動
へ
の
活
用

は
、
所
定
の
採
用
活
動
開
始
時
期
以

降「
可
」。

二
　
汎
用
的
能
力
・
専
門
活
用
型
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
︵
タ
イ
プ
３
︶
の

ポ
イ
ン
ト

　
特
に
重
要
視
さ
れ
る「
タ
イ
プ
３
」

に
は
、
次
の
よ
う
な
実
施
要
件
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
満
た

す
こ
と
で
、企
業
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
参
加
者
か
ら
得
た
情
報
を
、
広
報

活
動
開
始
以
降
の
採
用
活
動
に
活
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

⑴
　
就
業
体
験
要
件

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
期
間
の
半
分

を
超
え
る
日
数
を
、
実
際
の
職
場
で

の
就
業
体
験
に
充
て
る
。

⑵
　
指
導
要
件

　
職
場
の
社
員
が
指
導
役
を
担
い
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
終
了
後
に
は
学

生
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
。

⑶
　
実
施
期
間
要
件

　
汎
用
的
能
力
活
用
型
で
は
５
日
間

以
上
、
専
門
活
用
型
で
は
２
週
間
以

上
の
期
間
を
確
保
す
る
。

⑷
　
実
施
時
期
要
件

　
学
業
と
両
立
で
き
る
よ
う
、
原
則

と
し
て
長
期
休
暇
（
夏
休
み
・
冬
休

み
・
春
休
み
等
）
期
間
中
に
実
施
す

る
。

⑸
　
情
報
開
示
要
件

　
募
集
要
項
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
目
的
、
内
容
、

採
用
活
動
へ
の
活
用
有
無
な
ど
を
明

記
す
る
。

三
　
学
生
情
報
の
活
用
ル
ー
ル

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
得
た
学
生

情
報
の
取
扱
い
に
は
厳
格
な
ル
ー
ル

が
あ
り
ま
す
。

⑴
　
広
報
活
動
開
始
時
期
（
卒
業
・

修
了
年
度
直
前
の
３
月
１
日
）
よ

り「
前
」の
期
間

　
学
生
情
報
は
、
広
報
活
動
（
注

１
）・
採
用
選
考
活
動
（
注
２
）
に
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

⑵
　
広
報
活
動
開
始
時
期
以
降

　
基
本
的
に
、
学
生
情
報
は
、
広
報

活
動
に
使
用
で
き
ま
せ
ん
が
、「
タ

イ
プ
３
」に
限
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

大学生等の　　　大学生等の　　　
キャリア形成支援キャリア形成支援
～インターンシップ～～インターンシップ～
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プ
で
取
得
し
た
学
生
情
報
を
３
月
以

降
の
広
報
活
動
に
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

⑶
　
採
用
選
考
活
動
開
始
（
卒
業
・

修
了
年
度
６
月
１
日
）以
降

　
基
本
的
に
、
学
生
情
報
は
、
採
用

選
考
活
動
に
使
用
で
き
ま
せ
ん
が
、

「
タ
イ
プ
３
」
に
限
り
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
取
得
し
た
学
生
情
報
を
採

用
選
考
活
動
に
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
５
年
４
月
に
採
用
日

程
の
弾
力
化
が
図
ら
れ
、
卒
業
・
修

了
年
度
に
入
る
直
前
の
春
休
み
以
降

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
「
専
門
活
用
型
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」（
２
週
間
以
上
の

実
務
体
験
）
に
参
加
し
た
学
生
に
限

り
、
６
月
以
前
に
採
用
選
考
活
動
へ

進
む
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
も

透
明
性
確
保
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
内
容
や
採
用
選
考
方
針
を
事

前
に
公
表
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
注
１
）
広
報
活
動
…
採
用
を
目
的

と
し
た
情
報
を
学
生
に
対
し
て
発

信
す
る
活
動
。
採
用
の
た
め
の
実

質
的
な
選
考
と
な
ら
な
い
活
動
。

（
注
２
）
採
用
選
考
活
動
…
採
用
の

た
め
の
実
質
的
な
選
考
を
行
う
活

動
。
採
用
の
た
め
に
参
加
が
必
須

と
な
る
活
動
。

四
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
時
の

企
業
側
の
注
意
点

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
す
る

際
、
企
業
は
次
の
ポ
イ
ン
ト
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑴
　
取
組
に
対
す
る
基
本
認
識

　
取
組
は
、
社
会
・
地
域
・
産
業
界

等
の
要
請
を
踏
ま
え
、
将
来
を
支
え

る
人
材
を
産
学
連
携
に
よ
る
人
材
育

成
の
観
点
か
ら
推
進
す
る
も
の
で
あ

り
、
自
社
の
人
材
確
保
に
と
ら
わ
れ

な
い
広
い
見
地
か
ら
の
取
組
が
必
要

で
す
。

⑵
　
実
施
体
制
の
整
備

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
始
め
と
し

た
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
に
係
る
取
組

は
、
企
業
等
の
場
に
お
け
る
学
生
に

対
す
る
教
育
活
動
で
あ
り
、
十
分
な

教
育
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
企

業
等
に
お
け
る
実
施
体
制
の
整
備
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
実
際
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
目
的
・
方
法
を
明
確
化
す
る

と
と
も
に
、
大
学
等
と
連
携
し
な
が

ら
効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

⑶
　
経
費
に
関
す
る
問
題

　
取
組
に
要
す
る
経
費
負
担
や
学
生

に
対
す
る
報
酬
支
給
の
扱
い
な
ど
経

費
に
関
す
る
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
実
施
形
態
に
は
様
々
な
も
の
が
あ

る
た
め
、
個
別
に
大
学
等
と
企
業
等

が
協
議
し
て
決
定
す
る
こ
と
が
適
切

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑷
　
安
全
、
災
害
補
償
の
確
保
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
対
応

　
学
生
の
事
故
等
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
大
学
等
、
企
業
等
の
双
方
に

お
い
て
十
分
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
現
場
に
お
け
る
安
全
の
確

保
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
対
応
に
関

し
て
は
、
企
業
等
に
お
い
て
責
任
を

も
っ
た
対
応
が
必
要
で
す
。

⑸
　
労
働
関
係
法
令
の
適
用

　
受
け
入
れ
る
企
業
等
と
学
生
の
間

に
使
用
従
属
関
係
等
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
な
ど
、
労
働
関
係
法
令

が
適
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
に

留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑹
　
適
切
な
運
用
の
た
め
の
ル
ー
ル

づ
く
り

　
取
組
に
よ
り
、
企
業
等
と
大
学
等

や
学
生
と
の
結
び
付
き
が
強
く
な

り
、
採
用
の
早
期
化
、
指
定
校
制
な

ど
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ

た
懸
念
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

学
生
の
受
入
れ
の
公
正
性
、
透
明
性

を
確
保
す
る
た
め
の
適
切
な
運
用
の

た
め
の
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

⑺
　「
タ
イ
プ
３
」の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
実
施
時
期

　「
タ
イ
プ
３
」
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
つ
い
て
は
、
大
学
等
の
正
課
及

び
大
学
院
博
士
課
程
を
除
き
、
卒

業
・
修
了
前
年
度
な
い
し
卒
業
・
修

了
年
度
の
長
期
休
暇
期
間
中
に
実
施

す
る
も
の
で
あ
り
、
学
生
の
学
修
時

間
の
確
保
に
十
分
な
配
慮
が
必
要
で

す
。

五
　
ま
と
め

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
学
生
に

と
っ
て
も
企
業
に
と
っ
て
も
、
相
互

理
解
と
未
来
へ
の
投
資
と
な
る
機
会

で
す
。

　
制
度
改
正
に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
質
と
意
義
が
問
わ
れ
る
現

在
、
企
業
側
は
単
な
る
表
面
的
な
対

応
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
生
の
成
長
を

支
援
す
る
姿
勢
を
持
っ
て
臨
む
こ
と

が
、
企
業
価
値
の
向
上
に
も
直
結
し

ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
と
人
材
確
保

の
両
立
を
目
指
し
、
誠
実
な
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
運
営
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
、
企
業
の
持
続
的
成
長
に
つ

な
が
る
で
し
ょ
う
。
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　直近1年以内のスキマバイト経験などか
ら推計した「スキマバイト人口」は、全国
で452万人でした（パーソル総合研究所調
査）。
　スキマバイトとは、スマホアプリなどで
働く時間や場所、給与などをマッチングし
て、長期雇用契約を結ばず、数時間や1日
単位の短時間で働くことです。
　人手不足や物価高騰等を背景に近年、ス
キマバイトは急速に拡大しています。仕事
の内容は「軽作業系」、「接客・サービス系」、
「配送・物流・運搬職」など、未経験でも
始めやすい仕事が中心です。
　同調査で、企業側にスキマバイト人材を
今後活用したいかを問うと、既に活用した
経験のある企業のうち63.0％が、活用経
験のない企業では45.0％が「活用したい」
と答えています。
　仕事内容では、特に親和性の高い小売・

サービスや運輸・倉庫業界において、人材
確保の新たな方法として定着しそうです。
　企業側はスキマバイト活用のメリットに
「繁忙期や欠員発生時だけ雇うことが出来
る」、「正社員やレギュラーバイトにスカウ
トできる」、「人材確保が容易」などを挙げ
ています。
　一方、デメリットには、「仕事を教える
のが大変」、「人物像やスキルが事前に分か
らない」、「業務が限定的になる」などが挙
げられています。
　また連合（日本労働組合総連合会）の調
査によると、スキマバイト経験者のうち
46.8％が「トラブルを経験した」と回答。
　なお、商品・サービスの品質が低下する、
情報漏洩のリスクがあるという声も上がっ
ています。
　企業側はこれらのメリットとデメリット
を認識したうえで、スキマバイトの活用を
検討する必要があるでしょう。

スキマバイトの活用

　お風呂や温泉は日々の疲れを癒すだけで
なく楽しみの一つでもあります。入浴方法
について、いくつか紹介します。
　大切なのが湯温です。熱いお風呂でスッ
キリしたい気持ちはわかりますが、しかし
熱い湯に入ると自立神経が交感神経にシフ
トするので、体が緊張して血管も収縮する
ため血流は悪くなってしまいます。
　そこで、「毎日、40℃以下のお湯に約
10分の全身浴」をお勧めします。40℃以
下のちょっとぬるめのお湯は、副交感神経
にシフトさせ、血管を拡げ血流を良くし、
老廃物の排出を促し、心身ともにリラック
スさせる効果があります。
　湯船につかる時間も冬場などは15分ほ
どでもいいですが、あまりの長湯はのぼせ
て事故に繫がったり、油分が流出して乾燥
肌の原因にもなります。
　なお、興味のある方は、日本入浴協会の
「入浴検定」に挑戦してみてください。

暑い夏にもオススメ
効果的な入浴の方法　

政
府
備
蓄
米
が
放
出
さ
れ
て
も
、

コ
メ
の
店
頭
価
格
は
２
年
前
の
倍
近

く
の
高
止
ま
り
が
続
き
ま
し
た
。

　
コ
メ
は
田
ん
ぼ
で
作
る
の
が
常
識

で
す
が
、
北
海
道
畑
作
農
家
の
I

さ
ん
は
、
陸
稲
栽
培
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。

　
畑
に
水す

い

稲と
う

用
の
種
子
を
直
接
ま

き
、
稲
刈
り
も
小
麦
用
機
械
で
行
い

ま
す
。
苗
づ
く
り
や
田
植
え
の
作
業

が
な
く
、
水
の
管
理
も
な
い
た
め
、

機
械
投
資
や
生
産
コ
ス
ト
が
大
幅
に

抑
え
ら
れ
ま
す
。

　
初
年
度
の
２
０
２
３
年
は
10
ア
ー

ル
の
畑
で
籾
６
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
の

収
量
。
２
年
目
の
24
年
は
40
ア
ー
ル

に
広
げ
、
水
田
用
除
草
剤
を
使
え
る

こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
。

　
肝
心
の
食
味
は
、
仲
間
に
よ
る
評

価
は
上
々
で
し
た
。
近
隣
の
酪
農
家

も
、
飼
料
や
敷
料
と
し
て
稲
わ
ら
を

自
賄
い
す
る
た
め
陸
稲
栽
培
に
挑
戦

す
る
人
も
出
て
い
ま
す
。

陸り
く
稲と

う
栽
培

発行


